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今後の検討スケジュール（案） 
 

１．閉鎖性海域における水環境改善技術ワーキンググループ会合 平成２０年度の予定 

議 事 

開催時期 平成２０年度 

実証試験 関連 

平成２１年度 

実証機関選定 関連 

第 1 回： 

平成２０年５月（公開） 
○実証対象技術の審議  

 

第２回： 

平成２０年６月（公開） 

 

 

 

 

●実証試験計画の報告 

 

●宮城県の実証試験の進捗状況の

報告 

 

 

第３回： 

平成２０年１１月（公開） 
●実証試験の進捗状況の報告 

 

 

 

第４回： 

平成２１年１月（公開） 

 

 

 

●実証試験結果報告書（素案）の検

討 

 

 

 

○実証試験延長申請の審議 

 

●実証試験要領の見直しの検討 

 

第５回： 

平成２１年３月（公開） 
○実証試験結果報告書の審議 ○実証試験要領の改定 

・
・
・ 

手数料体制での実施 平成２１年度以降 

・
・
・ 

 

※１ ○は審議案件、●は報告案件であることを示す。 

※２ 会議については基本公開とするが、企業情報等の記載された資料については非公開とし、傍聴者からも回収す  

る。 

※３ 平成２１年度から手数料体制に移行することを踏まえ、ＷＧにおいても、適宜ご報告、ご相談する。
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２．具体的な作業工程イメージ 

環境技術実証モデル事業　閉鎖性海域における水環境改善技術分野
（実施イメージ及び全体スケジュール 平成20年3 ）月時点 、 。※今後の検討を踏まえ 変更の可能性がある 
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実証申請者・環境
（技術開発者 開発

、 ）者 販売店等 

実証機関
（ ） 地方公共団体を含む 

実証運営機関環境省

当該技術の
技術紹介・
広告に活用

実証試験計画の
同意

実証対象技術の
選定

新たに実証機関を
希望する団体
（ 申請資料に実施

）海域を明記 

平成21年度へ

、ロゴマーク 実証番
号の公布

実証試験

継続して実証機関
を希望する団体
（ 希望する旨を環境

）省に通知 

実証試験実施場所
への持込・設置

実証対象技術の
運転

技術実証委員会
、・学識者 ユーザー

代表等より構成
・専門的知見に基

づき実証機関に
、対し検討 助言

実証試験要領
公表

実証申請書の作成

閉鎖性海域におけ
る水環境改善技術
分野　WG

実証機関による実
証試験結果報告書
の作成

実証機関による実
証試験計画の策定

閉鎖性海域における
水環境改善技術分野　
WG

：6月 WG2

・実証試験計画の
報告

：H21年3月 WG5

・実証試験結果報
告書の審議

・実証試験要領の
改定

環境技術実証モデ
ル事業検討会

実証機関による実
証試験結果報告書
（ ） 素案 の作成

実証対象技術の
撤去・返送

：3月 WG4

・実証機関の審
、査 選定

：5月 WG1

・実証対象技術の
審議

：H21年1月 WG4

・実証試験延長申
請の審議

・実証試験結果報
（ ）告書 素案 検討

・実証試験要領の
見直しの検討

環境省に報告

必要に応じて意見

環境省に報告

環境省の承認

・実証運営機関の
選定

：11月 WG3

・実証試験の進捗
状況の報告

環境省の承認

環境省に報告

必要に応じて意見

環境省に報告

実証機関による実
証対象技術の公募

実証機関による実
証対象技術の選定

応募

結果通知

協議

回答

実証機関による実
証試験の実施

モニタリング

実証機関の公募
（ 平成21 ）年度分 

：H21年度 WG1
、・実証機関の審査 選

定

 


